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自由民主党副幹事長　衆議院議員

1958（昭和 33）年 4 月 7 日　瀬戸市陶原町生まれ
1982（昭和 57）早稲田大学法学部卒業　　同年、故松下幸之助氏の熱い呼びかけに共鳴し、松下政経塾入塾
1991（平成  3 ）瀬戸市議会議員（2 期）
2003（平成 15）第 43 回衆議院議員総選挙にて初当選（比例東海ブロック）
2005（平成 17）第 44 回衆議院議員総選挙で第 2 期目の当選（愛知 7 区）
2012（平成 24）第 46 回衆議院議員総選挙で第 3 期目の当選（愛知 7 区）
2014（平成 26）第 47 回衆議院議員総選挙で第 4 期目の当選（比例東海ブロック）
2017（平成 29）第 48 回衆議院議員総選挙で第 5 期目の当選（比例東海ブロック）

【現在】　
［自民党］副幹事長
　　　　　中小企業・小規模事業者政策調査会
　　　　　副会長兼幹事長
　　　　　雇用問題調査会事務局長
　　　　　文化立国調査会副会長
［衆議院］文部科学委員会筆頭理事
　　　　　原子力問題調査特別委員会
裁判官訴追委員会
日本ユネスコ国内委員会
自民党陶磁器文化・産業振興議員連盟事務局長

【主要役職歴】
衆議院法務委員長
経済産業副大臣（安倍内閣）
総務大臣政務官（福田内閣・麻生内閣）
［自民党］経済産業部会長
　　　      政務調査会副会長
　　　      教育再生実行本部副本部長
　　　      消費税引き上げに伴う転嫁対策に関する
　　　　　PT 事務局長
［衆議院］経済産業委員会理事
　　　      原子力問題調査特別委員会筆頭理事
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　第196回国会が始まりました。
　今上天皇陛下の御退位と皇太子殿下の御即位を明年に控え、
平成の時代の集大成であると同時に、明治維新から150年という
区切りの年の幕開けです。
　昨年 10月の総選挙では、皆さまの熱いご声援をいただきなが
ら、僅差とは言え比例代表区での議席という結果となり誠に申し
訳ございませんでした。さまざまな反省事項がありますが、こ
の機会にもう一度原点に立ち返り、後々この経験があればこそ
と言われるよう、日々の活動を再構築して参りたいと思います。
　さて、昨年より私は自民党副幹事長と衆議院文部科学委員会
筆頭理事を拝命しております。副幹事長は初めて就く役職です
が、広く党務全般を対象とする中で、特に政調（審議会）の担当
が中心となります。また、文科委員会の筆頭理事は野党筆頭
との間での委員会運営を巡る折衝の最前線ですので、内閣
提出法案の審査等、着実に進められるよう全力で努めて参
りたいと思います。

　おかげさまで国政在籍も10年半を超え、もはや甘
えの許されない世代になりました。デフレ
脱却と経済再生の着実な推進、少子高齢
化の進む中での社会保障を支えるべく、
中小企業の生産性向上も含めた産業全体
の基盤強化と底上げ、喫緊の課題でもある
働き方改革への適切な取り組み等、歴史
的転換点にあるわが国にあって、政府与
党の果たすべき課題は山積しています。
　今年は私も節目の年を迎えますが、
この機会にもう一度新たに再スター
トを切って参りますので、今後と
も変わらぬご指導ご鞭撻のほど宜
しくお願い申し上げます。
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